






















Ⅰ　はじめに

　先天股脱は,出生時既に成立しているものはむしろ少なく,先天的素因(性,妊

娠中,分娩時の胎位,遺伝素因)などに加えて,出生後の下肢の扱い方によって,

生後成立するものが大部分をしめることが知られている。したがって,出生後

の発症をうながす因子をなくしてやれば,股脱の成立を予防することが,可能で

ある。この事実は,先天股脱の早期発見,早期治療を中心とした過去の股脱対策

より,一歩進んだ予防対策が可能であることを示唆している。


